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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の下振れリスクやトランプ米大統領の政権運営

など、海外の政治・経済状況に不透明感があるものの、企業収益や雇用環境の改善などを背景として緩やかな回

復基調で推移しております。

当社を取り巻く事業環境は、企業収益が回復基調にあることや、各種設備投資政策の影響もあり、企業の設備

投資意欲は向上しております。今後においても、人手不足を背景とした合理化、省人化等の設備投資意欲は高ま

りを見せると思われますが、住宅市場の先行き不透明感が強く、新たな設備投資には慎重な姿勢が続くことが予

想されます。

このような状況のなか、当社グループといたしましては、開発機械の市場投入を急ぐとともに積極的な営業活

動に注力した結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,286百万円（前年同四半期比17.2％増）となりまし

た。利益につきましては、同型機種を継続的に受注できていることによる生産性の向上や、スケールメリットを

活かした仕入を行うなど原価管理に努めた結果、営業利益は117百万円（前年同四半期は4百万円の営業損失）、

経常利益は117百万円（前年同四半期は0百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は81百万円

（前年同四半期は6百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①合板機械事業

合板機械事業は、積極的な営業活動や環境・省人化に配慮した新しい機械を市場に投入するなど努力した結

果、当第１四半期連結累計期間の売上高は862百万円（前年同四半期比26.5％増）となりました。営業利益につ

きましては、生産効率の向上や徹底した原価管理を行う事により、131百万円（前年同四半期は10百万円の営業

損失）となりました。

②木工機械事業

木工機械事業は、生産能力を向上させた機械の販売に注力するなど、積極的な開発及び営業活動を行った結

果、当第１四半期連結累計期間の売上高は207百万円（前年同四半期比11.9％増）となりました。営業利益につ

きましては、材料費及び外注費をはじめとする製造コスト削減に努力しましたが、開発要素の強い機械が多か

ったため、16百万円（前年同四半期比42.7％減）となりました。

③住宅建材事業

住宅建材事業は、住宅着工戸数の伸び悩みに加え受注競争が一段と増す中、営業エリアを拡大するなど積極

的な営業活動と受注確保に努めましたが、前期末の受注伸び悩みが影響し、当第１四半期連結累計期間の売上

高は216百万円（前年同四半期比6.1％減）となりました。営業利益につきましては、徹底した原価管理を行う

などコスト管理を徹底しましたが、輸入材料原価の値上がりを吸収するまでには至らず、4百万円（前年同四半

期比56.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて15.4％増加し、6,239百万円となりました。これは主に、現金及び預

金が973百万円増加、仕掛品が51百万円増加、原材料及び貯蔵品が54百万円増加、受取手形及び売掛金が289百万

円減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％減少し、2,010百万円となりました。これは主に、減価償却によ

るものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて11.1％増加し、8,249百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて25.8％増加し、3,955百万円となりました。これは主に、短期借入金

が500百万円増加、前受金が667百万円増加、支払手形及び買掛金が189百万円減少、未払法人税等が147百万円減

少したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.5％減少し、406百万円となりました。これは主に、その他に含まれ

るリース債務が12百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて22.5％増加し、4,361百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.5％増加し、3,888百万円となりました。これは、利益剰余金が14

百万円増加したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成29年５月12日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び

連結業績予想に変更はありません。

なお、連結業績予想につきましては、当社グループが現時点において入手可能な情報に基づいて判断したもの

であり、今後の様々な要因により、異なる結果となる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,325,634 3,299,602 

受取手形及び売掛金 1,727,943 1,438,371 

製品 58,613 49,369 

仕掛品 1,010,765 1,061,976 

原材料及び貯蔵品 205,984 260,167 

その他 85,931 137,103 

貸倒引当金 △7,762 △7,010 

流動資産合計 5,407,111 6,239,579 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 627,549 619,010 

土地 689,746 689,746 

その他（純額） 224,028 213,370 

有形固定資産合計 1,541,323 1,522,127 

無形固定資産 43,420 39,312 

投資その他の資産    

その他 443,792 456,136 

貸倒引当金 △7,433 △7,433 

投資その他の資産合計 436,358 448,702 

固定資産合計 2,021,102 2,010,142 

資産合計 7,428,214 8,249,722 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,298,025 1,108,315 

短期借入金 650,000 1,150,000 

未払法人税等 180,175 32,854 

賞与引当金 98,590 61,322 

役員賞与引当金 33,900 8,550 

前受金 704,241 1,371,730 

その他 178,765 222,261 

流動負債合計 3,143,698 3,955,033 

固定負債    

繰延税金負債 51,846 53,909 

役員退職慰労引当金 14,955 15,427 

退職給付に係る負債 210,879 213,798 

その他 139,021 123,030 

固定負債合計 416,701 406,165 

負債合計 3,560,400 4,361,199 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 750,000 750,000 

資本剰余金 77,201 77,201 

利益剰余金 3,212,276 3,226,952 

自己株式 △206,578 △206,712 

株主資本合計 3,832,899 3,847,441 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 34,914 41,081 

その他の包括利益累計額合計 34,914 41,081 

純資産合計 3,867,814 3,888,523 

負債純資産合計 7,428,214 8,249,722 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 1,097,568 1,286,273 

売上原価 916,069 948,227 

売上総利益 181,498 338,045 

販売費及び一般管理費 185,819 220,998 

営業利益又は営業損失（△） △4,321 117,047 

営業外収益    

受取利息 73 51 

受取配当金 1,820 1,844 

鉄屑売却収入 467 563 

保険解約返戻金 2,074 63 

その他 954 659 

営業外収益合計 5,391 3,182 

営業外費用    

支払利息 1,527 1,314 

その他 46 1,195 

営業外費用合計 1,573 2,509 

経常利益又は経常損失（△） △503 117,720 

特別損失    

投資有価証券評価損 11,275 － 

特別損失合計 11,275 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△11,779 117,720 

法人税、住民税及び事業税 2,594 28,756 

法人税等調整額 △7,725 7,184 

法人税等合計 △5,130 35,941 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,648 81,778 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△6,648 81,778 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,648 81,778 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,324 6,166 

その他の包括利益合計 △4,324 6,166 

四半期包括利益 △10,972 87,945 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,972 87,945 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合板機械事業 木工機械事業 住宅建材事業 計

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

681,483

－

185,584

－

230,499

－

1,097,568

－

計 681,483 185,584 230,499 1,097,568

セグメント利益又は損失（△） △10,792 29,022 9,905 28,135

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利      益 金      額

報告セグメント計

未実現利益の消去

全社費用（注）

28,135

104

△32,561

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △4,321

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合板機械事業 木工機械事業 住宅建材事業 計

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

862,227

－

207,666

－

216,379

－

1,286,273

－

計 862,227 207,666 216,379 1,286,273

セグメント利益 131,899 16,623 4,274 152,797

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利      益 金      額

報告セグメント計

未実現利益の消去

全社費用（注）

152,797

88

△35,838

四半期連結損益計算書の営業利益 117,047

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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